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◎
問
い
合
わ
せ
先

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
０
７

選
挙
権
年
齢
が「
18
歳
以
上
」に

　公職選挙法の改正により、平成28年６月19日以降に選挙期日の公示日を迎える国政選
挙（衆議院議員総選挙及び参議院議員通常選挙）から、選挙権年齢が「満20歳以上」か
ら「満18歳以上」に引き下げられます。
　これにより、国政選挙や地方公共団体の議会の議員や長の選挙等の投票
ができ、また、自ら選挙運動を行うこともできるようになります。社会の
担い手である若者の声を政治に届けましょう。
　詳しくは、総務省ホームページ【http://www.soumu.go.jp/18senkyo/】
をご覧ください。

選挙権年齢が「満20歳以上」から「満18歳以上」に引き下げられました

　今年任期満了を迎える参議院議員通常選挙から、選挙区選出議員の定数が変わります。

参議院選挙区選出議員の定数が変更されました

　選挙で投票するためには、選挙権を有しているだけでなく、選挙人名簿に登録されて
いることが必要です。名簿への登録は、住民票がある自治体で行われ、進学や就職など
に伴い引っ越しをする場合は、住民票の転出・転入の届出が必要です。
　新有権者（18歳・19歳）が転出・転入した場合、転入の届出をして３か月未満の場合
は旧住所地（旧住所地で３か月以上居住歴がある方）、３か月以上の場合は新住所地で
投票できます。
　進学や就職などで引っ越したら、住民票を移しましょう。
※坂城町選挙人名簿登録者数（投票所毎）は、町ホームページへ掲載しています。

進学や就職で住民票を移しても、転入後３か月未満は旧住所地で投票できます

　坂城町の選挙人名簿に登録されている方が、仕事や旅行などで選挙期間中に町外の市区
町村に居住（滞在）している場合は、居住（滞在）先の市区町村選挙管理委員会で不在者
投票ができます。
　不在者投票制度は、事前に郵便または直接、坂城町選挙管理委員会へ「宣誓書・投票用
紙請求書」を提出いただき、郵便交付された投票用紙を居住（滞在）先の市区町村選挙管
理委員会に持参し投票する制度です。
　「宣誓書・投票用紙請求書」は、選挙時に町ホームページからダウンロードできます。

遠方からでも不在者投票制度による投票ができます

選挙区（長野）　 定数：４人　　　　２人

※参議院議員は任期が６年で、３年ごとに通常選挙で定数の半数ずつ改選されます。
　詳しくは、総務省ホームページ【http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senk
yo/san_gouku/】をご覧ください。

不在者投票制度のイメージ

有権者
坂城町

選挙管理委員会
居住（滞在）先の
選挙管理委員会

①請求書提出

②投票用紙（郵便）

③投票

④送付（郵便）

一票
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　郵送または窓口（長野県庁地域福祉課、各保健福祉事務所）で手続
きをお願いします。
郵 送 先　〒380－8570  長野市大字南長野字幅下 692－2
　　　　　長野県庁  健康福祉部  地域福祉課  地域支援係あて
必要書類　①交付申請書（長野県ＨＰにてダウンロードできます。）
　　　　　②障がい等状況がわかる書類の写し（身体障害者手帳など）
　　　　　③返信用切手（140 円分）
　　　　　④代理人の身分証明書（代理人が窓口で申請される場合）

申請方法

・長野県  健康福祉部  地域福祉課  地域支援係　☎026－232－0053　　FAX026－235－7172
　E-mail　parking-p@pref.nagano.lg.jp　　長野県ＨＰ　http://www.pref.nagano.lg.jp/kenko/index.htm
・坂城町役場  福祉健康課  福祉係　☎82－3111（内線136）　有線88－1028

問い合わせ先

　障がい者等用駐車場は、様々な
事情により歩行が困難な方がいつ
でも駐車できるためのスペースで
す。歩行困難な方も利用しやすい
駐車場にすることで、誰もが気持
ちよく外出できる、福祉のまちづ
くりを推進しましょう。

　公共施設や店舗など様々な施設に設置されている障が
い者等用駐車場を適正にご利用いただくため、障がいの
ある方や高齢の方、妊産婦の方など、歩行が困難な方
に、県内共通の「利用証」を交付する県の制度です。

信州パーキング・パーミット制度とは

長野県が
４月20日

に

スタート
長野県が
４月20日

に

スタート

利用証の交付

利用証の申請

登録・案内表示
の送付

協力施設の届出

制度のイメージ

長野県

協力施設 利用者

駐車場の利用

　利用証は、この制度に賛同する協力施設で、
専用の案内表示のある駐車場で利用できます。

利用証の種類

利用できる駐車場（県ＨＰに掲載予定）

▶
車
い
す
使
用
者

▶
車
い
す
使
用
者
以
外

療育手帳所持者で障害程度欄がＡ１、Ａ２の者

精神障害者保健福祉手帳が１級の者

歩行に介助者の特別な注意が必要と医療機関、療育機関等が認めた者

特定医療費（指定難病）受給者及び特定疾患医療受給者

介護保険の要介護状態区分が要介護１以上の者

知的障がい者

精神障がい者

発達障がい者

難病患者

高齢者

身体障害者手帳の区分により基準が異なりますので、詳しく
は県ＨＰをご覧いただくかお問い合わせください。

交 付 基 準区 分

身体障がい者

その他けが人
または病気等の者

けがまたは病気等により歩行が困難であることが診断書等に
より確認できる者

発行の日から２年以内

母子健康手帳の取得から出産
( 分娩予定日 ) 後２年の間

医師の診断書による必要
期間以内

母子健康手帳を取得した者妊産婦

発行の日から５年以内

有 効 期 間

利用証の交付対象者・有効期間

　利用証は、ルームミラーにかけて、車外か
ら見えるように掲示してください。
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登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
交
付
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）
を

３
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

注
射
の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、
獣
医
師
の
猶

予
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

室
内
で
飼
っ
て
い
る
犬
も
該
当
し

ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
下
表
の
日
程
で
受
け
ら
れ

な
い
方
は
、
動
物
病
院
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

○
飼
い
主
や
所
在
地
の
変
更
、
犬

の
死
亡
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

住
民
環
境
課
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

○
定
期
的
に
首
輪
な
ど
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
犬
が

放
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
必

ず
住
民
環
境
課
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

○
登
録
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
鑑

札
と
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

を
犬
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
名
札

な
ど
を
着
け
て
お
く
と
、
飼
い

主
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

○
犬
・
ね
こ
の
フ
ン
に
よ
る
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ス
コ
ッ
プ
、

袋
な
ど
を
持
参
し
、
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
片
付
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
他
人
の
土
地
や
公

共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

し
、
自
宅
で
フ
ン
を
す
る
よ
う

に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
有
線
８
８―

１
０
２
５

　狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
に
は
、
飼
い
犬
の

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
飼
い
主
は
、
20
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
し
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

時　間
午前　9:20 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:50

　　 10:00 ～ 10:10

　　 10:20 ～ 10:30

　 　10:40 ～ 10:50

　　 11:00 ～ 11:10

　　 11:20 ～ 11:30

　　 11:40 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:25

　　  9:35 ～  9:45

　　  9:55 ～ 10:05

　　 10:15 ～ 10:25

　　 10:35 ～ 10:45

 　　10:55 ～ 11:05

　　 11:15 ～ 11:25

 　　11:35 ～ 11:45

　　 11:50 ～ 12:00

午前　9:15 ～  9:30

　　  9:40 ～  9:55

　　 10:05 ～ 10:15

　　 10:25 ～ 10:35

　　 10:45 ～ 10:55

　　 11:05 ～ 11:15

 　　11:25 ～ 11:35

　　 11:45 ～ 12:00

午前  9:00 ～  9:15

　　  9:25 ～  9:40

　　 9:50 ～ 10:00

　　 10:10 ～ 10:25

 　　10:35 ～ 10:45

  　 10:55 ～ 11:05

 　　11:20 ～ 11:35

　　 11:45 ～ 11:55

場　所
北日名公民館前
南日名公民館前
旭ケ丘公民館前
大宮公民館前
虹のホールさかき駐車場
田町十王堂
御所沢資源物収集所前
四ツ屋神明神社
苅屋原泉徳寺北側駐車場
隣保館前
ふるさと歴史館駐車場
上五明公民館前
月見区集会所前
網掛公民館裏
小網公民館前
ふれあいセンター前
上平区民会館（旧上平公民館）前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
金井麦大豆生産振興センター
町横尾公民館前
泉区公民館前
入横尾公民館前
文化の館駐車場
中之条公民館前
鼠公民館裏
南条集会所駐車場
泉区公民館前
中之条公民館前
四ツ屋神明神社
虹のホールさかき駐車場
ＪＡちくま村上店駐車場
月見区集会所前

４月
　７日（木）

実施日
新規登録及び集合注射日程表（変更の場合あり）

４月
　20日（水）

５月
　11日（水）

５月
　22日（日）

犬
を
飼
う
う
え
で
の
注
意
点

○新規登録の犬　6,500円
　　　登録手数料　　　3,000円
　　　注射料金　　　　2,950円
　　　注射済票交付手数料　　550円

○登録済みの犬　3,500円
　（注射料金及び注射済票交付手数料）

内
訳

44



　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
ば
ら
祭

り
が
、
５
月
28
日
（
土
）
か
ら
６

月
12
日
（
日
）
ま
で
、
さ
か
き
千
曲

川
バ
ラ
公
園
に
お
い
て
開
催
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
、

会
場
で
出
店
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

応
募
条
件

・
町
内
事
業
者

・
期
間
中
毎
日
出
店
で
き
る
方

営
業
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

出
店
料
　
売
上
高
の
７
％

申
込
締
切
　
３
月
11
日
（
金
）　

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ば
ら
祭
り
実
行
委
員
会

（
事
務
局 

建
設
課 
都
市
・
公
園
係
）

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
７

▲昨年のばら祭りの様子

　入院時の食事にかかる自己負担額（１食分の食事代）は、標準負担額として定められています。今回、
入院時と在宅療養との公平性を図るため、４月１日から標準負担額が、下表のとおり変更されます。な
お、住民税非課税世帯の標準負担額については変更ありません。

区 分

住民税課税世帯

住民税非課税世帯で、下記「区分Ⅰ」でない世帯

区分Ⅰ（70歳以上の住民税非課税世帯で、各世帯員の所得金額が、必要経
費・控除（公的年金は控除額80万円）を差し引いたとき０円になる世帯）

※指定難病の患者または小児慢性特定疾病患者であって、上記区分の「一般」に該当する方については、
これまでの１食260円に据え置かれます。

※平成27年４月1日以前から引き続き精神病床に入院していた上記区分の「一般」に該当する方について
は、当面の間、１食260円に据え置かれます。

◎問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線133）　有線88－1029

90日までの入院

90日を超える入院

260円

食 費

210円

160円

100円

360円

食 費

210円

160円

100円

旧 新
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日
本
の
月
別
自
殺
者
数
が
例
年
最

も
多
い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
と
定
め
（
下
表
参
照
）、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
自
殺
の
実
態
と
対
処

法
を
知
る
こ
と
で
、
国
民
全
員
が
自

殺
対
策
の
主
役
と
な
る
社
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
全
国
の
自
殺
者
は
２

万
３
９
７
１
人
で
し
た
。
そ
の
中
に

は
長
野
県
の
４
１
５
人
が
含
ま
れ
て

お
り
、
お
よ
そ
５
千
人
に
１
人
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
殺
未
遂
者
は
自
殺
者

の
10
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
５
０
０
人
に
１
人
は
自
殺
に
思

い
至
る
ほ
ど
、
苦
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
が
追
い
込
ま
れ
て
も
不
思
議
な
状

況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い

社
会
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
「
自
殺
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
も
の
な
ん
だ
」
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
自
分
自
身
と
身
近
な

人
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
は
、
そ
の
身

に
特
別
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
の
で

は
な
く
、
特
別
に
心
が
弱
か
っ
た
訳

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
左
の
図
は
、
自
殺
者
が
抱
え
て
い

た
要
因
が
ど
の
よ
う
に
重
大
に
な
っ

て
い
っ
た
か
を
示
し
た
図
で
す
。
多

く
の
場
合
は
一
つ
の
悩
み
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
悩
み
が
長
期
化
す
る
こ

と
で
、
他
の
悩
み
も
生
ま
れ
て
き
て
、

ま
る
で
雪
だ
る
ま
を
転
が
す
よ
う
に

問
題
が
肥
大
化
し
て
い
き
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
を
取
っ
て
み
れ
ば
「
誰
に

で
も
起
こ
る
こ
と
だ
」「
自
殺
す
る

ほ
ど
じ
ゃ
な
い
」
と
思
う
事
で
も
、

重
な
っ
て
い
く
こ
と
で
追
い
詰
め
ら

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
追
い
込
ま
れ
る
原
因
の
中
に
は
、

個
人
の
力
だ
け
で
は
解
決
に
時
間
が

か
か
る
も
の
や
、
解
決
が
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
で
何
と

か
し
よ
う
と
し
て
時
間
が
経
つ
と
、

他
の
問
題
に
次
々
と
連
鎖
し
、
さ
ら

に
解
決
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
解
決

の
難
し
さ
を
少
し
で
も
感
じ
た
ら
、

早
い
段
階
で
、
専
門
の
相
談
窓
口
で

一
緒
に
解
決
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

☎
０
５
７
０―

０
６
４―

５
５
６

平
日 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

☎
０
２
６―

２
２
３―

４
３
４
３

（
長
野
）

☎
０
２
６
３―

２
９―

１
４
１
４

（
松
本
）

毎
日 

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
０
１
２
０―

２
７
９―

３
３
８

毎
日 

24
時
間

◎
問
い
合
わ
せ
・
心
や
体
の
健
康
相
談
な
ど

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

引用：内閣府ホームページ（警察庁の自殺統計に基づく自殺者数の推移等）

１月

2,052

1,435

617

31

23,971

16,641

7,330

415

全国　

男　

女　

長野県

12月

1,800

1,241

559

34

２月

1,766

1,228

538

28

３月

2,300

1,617

683

44

４月

2,091

1,474

617

40

５月

2,235

1,585

650

43

６月

2,003

1,412

591

37

７月

2,055

1,361

694

39

８月

1,901

1,296

605

25

９月

1,880

1,265

615

36

10月

2,019

1,424

595

28

11月

1,869

1,303

566

30

平成27年

月別自殺者数

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談 

統
一
ダ
イ
ヤ
ル

長
野
い
の
ち
の
電
話

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

アルコール
問題

仕事の
悩み

家族の
死亡

不明

病苦

子育て
の悩み

ＤＶ
犯罪
被害

失恋
その他

被虐待

介護・
看病
疲れ

職場環境
の変化

過労
職場の

人間関係
事業不振

身体疾患

負債

生活苦

家族の
不和

うつ病

失業

不明

その他

借金の
取立苦

ひきこ
もり

いじめ

進路に
関する
悩み

自 殺

「1000人実態調査」
から見えてきた 自 殺 の 危 機 経 路自 殺 の 危 機 経 路

引用：自殺対策支援センター
　　　ライフリンク「自殺実態白書2013」
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１
月
16
日（
土
）、坂
城
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
で
、ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
エ

コ
ー
２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
エ
コ
ー
」

と
は
「
生
涯
に
こ
だ
ま
す
る
」
と

い
う
意
味
で
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ペ
ル
ー

出
身
の
中
南
米
民
族
音
楽
演
奏
グ

ル
ー
プ
「
Ｋ
，Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｓ（
カ
ン

ト
ゥ
ス
）」
を
お
招
き
し
、
中
南
米
・

ア
ン
デ
ス
に
伝
わ
る
民
族
音
楽

「
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
」
を
全
14
曲
演

奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
民
族
衣
装
を
着
た
Ｋ
，Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｕ

Ｓ
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
独
特
の
リ

ズ
ム
と
歌
声
、
ケ
ー
ナ
、
サ
ン
ポ
ー

ニ
ャ
、
チ
ャ
ラ
ン
ゴ
な
ど
の
現
地
の

珍
し
い
楽
器
で
会
場
を
訪
れ
た
約

２
５
０
名
の
お
客
様
を
魅
了
。
演

奏
さ
れ
た
曲
に
は
、「
コ
ン
ド
ル
は

飛
ん
で
い
く
」「
太
陽
の
乙
女
た
ち
」

「
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ 

」
な
ど
、
日
本

で
も
お
馴
染
み
の
曲
も
あ
り
、
ま
た
、

伝
統
の
祭
り
「
イ
ン
テ
ィ・
ラ
イ
ミ
」

の
再
現
や
、
ル
イ
ス
・
ク
ボ
ヤ
マ
・

ロ
ザ
さ
ん
と
カ
オ
ル
・
カ
ド
さ
ん

に
よ
る
ペ
ル
ー
舞
踊
が
、
会
場
を

な
お
一
層
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

第67回全国植樹祭に向けて

誰もが安心して暮らすことができる地域づくりのために

(株)セブン-イレブン・ジャパンと地域見守り活動に関する協定
　
１
月
29
日
（
金
）、
町
と
（
株
）

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

の
間
で
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子

ど
も
な
ど
の
見
守
り
を
必
要
と
す
る

方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
「
坂
城
町
地
域
見
守
り
活
動
に
関

す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
町
と
（
株
）

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
及

び
町
内
店
舗
が
相
互
に
協
力
し
、
営

業
活
動
に
お
け
る
見
守
り
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
高
齢
者
等
の

雇
用
に
努
め
、「
地
域
の
見
守
り
」

を
全
町
的
に
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
６
月
５
日
（
日
）
に
長
野

市
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
る「
第
67
回
全
国
植
樹
祭
」

に
お
い
て
、
全
国
か
ら
の
お
客
様
を

歓
迎
す
る
の
ぼ
り
旗
を
、
坂
城
小
の

児
童
（
４
〜
６
年
生
）
が
制
作
し
ま

し
た
。

　
坂
城
小
は
、
森
や
自
然
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
春
と
秋

に
学
有
林
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
の
ぼ
り
旗
は
、
デ
ザ

イ
ン
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
考
案
、
色
塗

り
ま
で
全
て
児
童
た
ち
が
行
い
ま
し

た
。「
森
を
大
切
に
」「
よ
う
こ
そ
長

野
へ
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も

に
、
植
物
や
水
、
太
陽
な
ど
が
描
か

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
約
10
名
は
、
全
国
植

樹
祭
で
植
樹
の
お
手
伝
い
な
ど
も
行

う
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

▲左から、坂城四ツ屋店 水出さん、坂城南条店 油井さん、坂城苅屋
原店 駒津さん、長野・山梨ゾーンマネージャー 杉浦克樹さん、山村
町長、宮下副町長、坂城村上店 平林さん、坂城中之条店 柳澤さん

坂城小児童がのぼり旗を制作

中南米の民族音楽を堪能

ライフ・ステージエコー2016
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１
．
組
合
地
域
内（
坂
城
町
又
は
千
曲
市
）

に
住
所
を
有
す
る
方
。
な
お
、
組

合
地
域
外
居
住
者
の
購
入
に
あ

た
っ
て
は
、
組
合
地
域
内
に
住
所

を
有
す
る
代
理
人
が
必
要
で
す
。

２
．
申
込
み
は
１
使
用
者
に
つ
き
１
区

画
と
し
ま
す
。

３
．
霊
園
使
用
許
可
の
際
に
永
代
使
用

料
及
び
管
理
料
を
納
入
で
き
る
方
。

４
．
当
組
合
の
規
定
に
よ
る
墓
石
を
建

立
で
き
る
方
。

　
　※

設
置
基
準
な
ど
の
詳
細
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
．
分
譲
を
受
け
た
区
画
の
維
持
管
理

の
で
き
る
方
。

６
．「
霊
園
使
用
応
募
申
込
書
」
を
葛
尾

組
合
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
葛
尾
組
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

※規格統一聖地は、墓石の色・大きさなどが統一の規格となります。
※芝生聖地は、墓石の高さ・大きさなどに制限があるとともに、柵などの設置及び樹木の植込
みはできません。

　
葛
尾
組
合
で
は
、
下
表
の
霊
園
９
区
画
が
返
還
と
な
っ
た
た
め
、

霊
園
使
用
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
現
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

３
月
10
日
（
木
）
〜

３
月
22
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

坂
城
町
大
字
中
之
条

１
８
５
０
番
地

（
上
信
越
自
動
車
道
「
坂
城

イ
ン
タ
ー
」か
ら
車
で
１
分
）

葛
尾
組
合
の
業
務
時
間

葛
尾
霊
園
の
場
所

申
込
み
受
付
期
間

・
１
区
画
に
希
望
者
が
複
数
と

な
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

・
抽
選
は
、
３
月
25
日
（
金
）
午

前
10
時
か
ら
、
葛
尾
組
合
事
務

所
で
当
組
合
の
責
任
抽
選
と
し

て
行
い
ま
す
。
な
お
、
ご
本
人

ま
た
は
ご
親
族
な
ど
関
係
さ
れ

る
方
の
立
会
い
を
認
め
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
該
当
者
へ
連

絡
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
葛
尾
組
合

　
☎
・
有
線
８
２―

２
３
４
９

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

１
２
０
４

　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　ku
m
iai@

katsu
rao.n

et

募 集 す る 霊 園

希
望
者
が
複
数
の
場
合

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

聖地名

一般聖地（和式２号）63

一般聖地（和式３号）286

一般聖地（和式３号）287

一般聖地（和式５号）18-5

規格統一聖地 F-4

規格統一聖地M-5

芝生聖地 63

芝生聖地 125

芝生聖地 135

面積

９㎡

６㎡

６㎡

６㎡

５㎡

５㎡

６㎡

６㎡

６㎡

永代使用料

450,000円

300,000円

300,000円

460,000円

420,000円

420,000円

160,000円

160,000円

160,000円

管理料／年

2,000円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

1,500円

建立歴

無

有

有

無

無

無

無

無

無

葛
尾
霊
園
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

葛
尾
霊
園
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

8



発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

発行　坂城町女性団体連絡会

編集　女団連だより編集委員会

女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１
５

商
工
会
女
性
部
　
西
澤  

豊
子

町
政
懇
談
会
に
初
参
加
し
ま
し
た

師
田  

智
恵
子

　
坂
城
男
女
共
同
み
ん
な
の
会
・
女

性
団
体
連
絡
会
の
２
団
体
に
よ
る
実

行
委
員
会
と
町
が
中
心
と
な
り
、
男

女
共
同
参
画
の
譲
成
を
目
的
と
し
て
、

「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
１

５
」
が
11
月
28
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
は
、
７
月
か
ら
４

回
開
か
れ
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
バ
ラ
公
園
の
バ
ラ
が
飾
ら
れ
た
壇

上
で
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、

第
１
部 

活
動
報
告
。『
そ
の
振
り
込
み

送
金
ち
ょ
っ
と
待
て
』
と
題
し
、
特

殊
詐
欺
啓
発
紙
芝
居
を
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
が
登
場
人
物
に
な
り
き
り
、

声
優
上
演
を
い
た
し
ま
し
た
。
詐
欺

集
団
の
人
情
に
つ
け
込
む
巧
み
な
手

法
に
、
特
殊
詐
欺
は
減
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
身
近
な
人
に
相
談
。
皆
で

気
を
つ
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
第
２
部 

記
念

講
演
『
女
性
が

輝
く
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
』。

今
年
、
中
島
恵

理
氏
が
長
野
県

副
知
事
に
就
任

を
さ
れ
ま
し
た
。

県
に
お
い
て
は

第
４
次
男
女
共

同
参
画
計
画
に

よ
り
女
性
の
人

材
登
用
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
坂
城
町
で
県
の
施
策
や

実
情
、
更
に
ど
う
推
進
を
し
、
発
展

を
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
話
を
直
に

聞
け
た
事
は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　
講
演
が
終
了
し
、
会
場
の
皆
さ
ん

と
県
歌
「
信
濃
の
国
」「
坂
城
町
の
歌
」

を
宮
入
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
合
唱

し
ま
し
た
。
歌
声
を
聞
き
、
こ
の
半

日
過
ご
し
た
時
が
充
実
し
た
も
の
で

あ
っ
た
事
を
感
じ
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、
中
島
副
知
事
が
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
懇
談
会
の
時

間
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
各
々

日
々
の
活
動
等
自
己
紹
介
を
し
て
い

く
中
、
地
方
創
生
と
男
女
共
同
参
画

は
根
が
一
緒
、
子
育
て
を
し
て
い
く

に
は
、
家
庭
の
み
で
は
子
ど
も
を
守

れ
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
。
県
の

淫
行
条
例
は
ど
う
な
る
の
か
等
々
、

日
頃
感
じ
て
い
る
意
見
や
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
中
島
副
知
事
は
、
自

ら
「
私
は
農
家
の
お
嫁
さ
ん
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
た
事
が
印
象
的
で
し
た
。

　
女
性
や
弱
い
立
場
の
人
が
生
き
生

き
と
日
常
生
活
を
送
る
事
が
「
や
さ

し
い
町
」
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
一
日
で
し
た
。
次
回
を
お
楽

し
み
に
。

　
１
月
25
日
、
役
場
講
堂
に
お
い
て
、

町
理
事
者
・
団
体
等
の
代
表
者
の
出

席
の
も
と
、
町
政
懇
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
主
な
内
容

を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
町
長
さ
ん
か
ら
、
今
後
の
町
の
あ

り
方
、
構
想
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ひ
と
つ
と
し
て
「
つ
な
が

る
坂
城
町
」
と
い
う
事
で
、
有
線
放

送
か
ら
新
し
い
形
の
伝
達
方
法
の
確

立
へ
向
け
て
の
お
話
。
ス
マ
ー
ト
タ

ウ
ン
構
想
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
幅

広
い
有
効
活
用
方
法
や
住
宅
用
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
導
入
へ
の
補
助
金
制
度

が
設
け
ら
れ
た
事
。
ま
た
、
葡
萄
栽

培
の
拡
充
発
展
の
先
を
見
据
え
て
「
ワ

イ
ナ
リ
ー
創
業
」
の
取
組
み
、
子
育

て
世
帯
へ
の
医
療
費
や
保
育
料
の
大

幅
な
負
担
軽
減
等
の
具
体
案
を
提
案

さ
れ
、
こ
れ
ら
が
実
現
さ
れ
、
若
者

の
定
住
増
加
・
子
ど
も
や
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
町
全
体
が

生
き
生
き
と
活
動
的
に
発
展
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

Ｑ
　
現
在
、
月
見
区
の
婦
人
消
防
が

活
動
し
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
今

後
の
展
望
と
婦
人
消
防
の
意
義
、
団

員
の
高
齢
化
に
つ
い
て
。

Ａ
　
消
火
活
動
を
す
る
と
い
う
事
で

は
な
く
、
予
防
活
動
と
い
う
立
場
で

活
躍
し
て
ほ
し
い
。
な
く
て
は
な
ら

な
い
組
織
で
あ
る
。

Ｑ
　
い
ろ
い
ろ
な
格
差
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
が
教
育
格
差
に
つ
い
て
の

町
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
　
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
設
け

た
り
、
公
的
、
私
的
な
奨
学
金
の
利
用

を
積
極
的
に
活
用
し
た
ら
よ
い
の
で

は
。

Ｑ
　
商
店
が
激
減
し
、
不
便
な
生
活

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
へ

の
対
応
。
若
者
が
活
発
に
商
業
活
動

を
で
き
る
こ
と
へ
の
支
援
策
を
充
実

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
移
動
販
売
車
の
導
入
を
し
て
き

た
。
今
後
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
、

自
由
経
済
で
あ
り
、
競
い
合
っ
て
い

く
べ
き
で
は
。

　
各
方
面
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
参
加
で
し
た
の
で
、
理

事
者
の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
、
生
の

声
を
聞
い
て
頂
け
る
と
い
う
事
に
緊

張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
「
参
加
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
事
が
素
直
な

感
想
で
す
。

　
そ
し
て
、
町
民
が
直
接
理
事
者
に

意
見
を
伝
え
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が
こ
の
よ
う

な
チ
ャ
ン
ス
を
活
用
し
、
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
出
席
し
た
者
が
そ
の
大
切

さ
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　毎日特殊詐欺の記事が紙面を賑わせています。各所で啓発活動をしていても、減るどころか増加
の一方です。ほとんどが家族を騙った詐欺で、日頃から家庭内や地域の繋がりがあれば防ぐ事がで
きるのではと思いました。最後に寄稿戴いた皆様に感謝申し上げます。　

ひ
と

ひ
と

〜
女
性
が
輝
け
る
や
さ
し
い
ま
ち
〜

◀
中
島
副
知
事

活動報告
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農
業
委
員
改
選
に
よ
り
会
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
西
沢
で
ご
ざ
い
ま

す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
農
業
者
の
皆
様

な
ら
び
に
関
係
機
関
各
位
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
賜
り
、
そ
の
任
を
果

た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
町
は
、
果
樹
栽
培
を
筆
頭
に
水

稲
や
施
設
園
芸
に
よ
る
花
卉
栽
培
な

ど
、
気
象
条
件
、
傾
斜
地
・
標
高
差

を
活
か
し
た
産
地
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
場
環
境
の
変
化
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

有
害
鳥
獣
の
被
害
等
、
農
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
私
共
農
業
委
員

会
と
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
す

る
中
で
、
定
年
帰
農
者
を
含
め
た
新

規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
、
ま
た
、

耕
作
放
棄
地
な
ど
を
活
用
し
た
農
地

の
集
積
・
集
約
化
を
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
有
機
的
に
地
域

農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
が
大
筋
合

意
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、
地

域
の
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
今

後
の
農
業
対
策
を
考
え
、
実
行
す
る

こ
と
で
す
。

　
今
ま
で
農
業
者
が
培
っ
て
き
た
栽

培
技
術
を
活
か
し
、
坂
城
産
農
産
物

の
尚
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進

め
、
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と

こ
そ
が
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
農
業
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
町
農
業
委
員
会
は
、
昨
年
５
月
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
11
名
と
、

町
議
会
、
ち
く
ま
農
協
、
土
地
改
良
区
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
選
任
委
員

５
名
の
計
16
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
任
期
は
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
役
割
と
し
て
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
や
転
用
の
審
査
の

ほ
か
、
年
に
一
度
、
全
農
地
を
対
象
と
し
た
利
用
状
況
調
査
、
農
業
の

担
い
手
の
育
成
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
農
業
者
と
し
て
の
行
政
・
政
策
へ

の
意
見
反
映
な
ど
、
農
業
者
の
代
表
・
世
話
役
と
し
て
地
域
農
業
の
振

興
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　農業者の皆さん、老後生活へ
の備えは十分ですか。
　農業者年金制度は、少子高齢
化に即応した農業者の公的年金
です。農業者が積み立てた原資
とその運用益により、生涯にわた
り年金が受けられる「確定拠出型
積立方式」の年金です。

◆農業従事者なら広く加入できます
◆保険料を自由に選択できます
◆終身年金で80歳までの保証付
きです
◆税制上の優遇措置があります
◎加入の申込み、お問い合わせ
は農業委員会へ

「
関
係
機
関
一
体
で
農
業

対
策
を
」

農
業
委
員
会
長

　西
沢
基
雄

組合

北日名４

中之条７

職名

会長

氏名

西沢　基雄

窪田　　貴

永井　　篤

竹内　正秋

朝倉　国勝

西沢　昭三

深井　守男

宮下　鈴子

富山　広一

宮島　　賢

柄沢　満則

田中　克人

近藤やえ子

塩入　重信

香取　高峰

辺見　一輝

82-5363

82-3655

82-3921

82-7002

82-3455

82-7848

82-5296

82-5666

82-5899

82-4143

82-3932

82-5307

82-3434

82-2193

82-1876

82-4797

電話
有線 担当地区

町農業委員　任期：平成27年５月18日～平成30年５月17日

北日名
日名沢
中之条
国道上

上平

金井

御所沢
田町
鼠
新地
南日名

旭ヶ丘・和平

金井13

上平
島

上平
出浦北部

鼠３甲

南日名２

入横尾15

四ツ屋４

金井８

上五明
上本道

入横尾16

上五明
上本道

金井14

四ツ屋２

網掛
福沢

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会長
代理
農振
部長
農地
部長

四ツ屋
戌久保

中之条
国道下

新町・坂端
苅屋原

上五明

入横尾
町横尾・泉
月見
小網
横町
立町
込山
大宮

網掛

10



区分

平均値

最高値

最低値

実勢借地料

12,622 円

22,321 円

5,000 円

10アール当たり
（田・畑とも同額）

長野県農地中間管理機構は、農地を一定のルールに沿って借り受け、地域の大規
模農家や新規就農者等の皆さんに農地の転貸を行う「公的組織」です。
※長野県では、（公財）長野県農業開発公社を「農地中間管理機構」に指定しました。
機構が農地を借り受ける条件等
◆機構が農地を借り受ける年数は 10 年以上です。
　（※平成 28 年１月から借受ける年数に５年間を追加）
◆機構が農地を貸し付ける相手（農地の受け手）は、地域・集落で
作成している、「人・農地プラン」に基づき、調整が行われます。
◆賃貸借期間中は機構から農地の賃料が口座振替で確実に支払わ
れます。

◎10年以上機構に農地を
貸し付けるなどの一定の
条件を満たすと、貸し付
けた方に「経営転換協力
金」や「耕作者集積協力
金」が支払われます。

問い合わせ先　・長野県農地中間管理機構長野事務所　☎026-233-5151（内線 2180)　・坂城町役場産業振興課　☎82-3111（内線 156）

農地提供者（農地の出し手）

長野県農地中間管理機構

借受希望者（農地の受け手）
規模拡大・農地の集積・集約化

規模縮小・離農等

を　
農
地
を
守
る
こ
と
は
、
国
の
食
料

自
給
率
を
維
持
し
、
限
ら
れ
た
国
土

を
保
全
・
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
農
地
の
他
用
途
利
用

は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
、

資
材
置
場
等
、
農
地
以
外
に
転
用
す

る
場
合
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
　

　
最
近
は
売
電
を
目
的
と
し
た
太
陽

光
発
電
等
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
農
地
で
行
う

場
合
は
事
前
に
申
請
い
た
だ
き
、
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
に
は
区
分
が
あ
り
、
発
電
・
売

電
目
的
の
転
用
は
許
可
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
町
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し

た
場
合
や
、
許
可
の
条
件
に
違
反
し

て
い
る
場
合
は
、
工
事
中
止
や
原
状

回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
以
下
の
懲

役
又
は
３
０
０

万
円
以
下
（
法

人
の
場
合
は
一

億
円
以
下
）
の

罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
町
及
び
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
振
興
及
び
遊
休
農
地
対
策

の
一
環
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

【
坂
　
城
】　
栗
田
農
園

　
　
　
　
　
岡
の
原
農
園

【
中
之
条
】　
中
之
条
農
園

【
南
　
条
】　
南
条
農
園

【
上
五
明
】　
上
五
明
農
園

一
区
画
面
積
　
約
50
㎡

年
間
使
用
料
　
２
７
０
０
円

　
現
在
、
空
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

農
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
自
分
で
野

菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
役
場
産
業

振
興
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※

３
月
16
日
ま
で

に
お
申
込
み
い

た
だ
く
と
、
３

月
下
旬
開
催
予

定
の
「
菜
園
教

室
」
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

　
標
準
小
作
料
制
度
廃
止
に
伴
う
農

地
の
実
勢
借
地
料
に
つ
い
て
、
農
地

法
第
52
条
に
よ
る
賃
借
料
情
報
を
提

供
し
ま
す
。
こ
の
情
報
は
一
つ
の
目

安
で
す
の
で
、
貸
し
手
、
借
り
手
双

方
で
話
し
合
い
、
納
得
の
う
え
借
地

料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）

平
均
値
は
あ
く
ま
で
賃
貸
借（
現
金
）

に
よ
る
契
約
の
平
均
で
あ
り
、
使
用

貸
借
（
無
料
の
貸
借
契
約
）
に
つ
き

ま
し
て
は
集
計
に
含
ま
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る

た
め
、
国
で
は
各
市
町
村
が
管
理
し

て
い
る
農
地
台
帳
を
電
子
化
・
地
図

化
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
地
図
（
航
空
写
真
）

か
ら
目
的
の
土
地
を
探
す
こ
と
が
で

き
る
（
下
図
参
照
）
ほ
か
、
地
番
や

農
地
の
条
件
か
ら
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
貸
借
権
の
設
定
内
容
、

農
地
の
状
況
、
所
有
者
の
意
向
等
が

公
表
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
を

お
探
し
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
先
日
、
国
の
「
農
政
新
時
代
」
に

つ
い
て
の
説
明
会
が
千
曲
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
大

筋
合
意
の
概
要
、
品
目
ご
と
の
農
林

水
産
物
へ
の
影
響
、
経
営
安
定
・
安

定
供
給
へ
の
備
え
、
生
産
性
向
上
と

産
地
体
質
強
化
対
策
等
々
の
説
明
で

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
課
題
に
加
え
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
地
域
農
業
の
再

構
築
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
採
れ
た
て
の
作
物
を
食
卓
へ
」。

そ
し
て
健
康
で
安
心
・
安
全
な
作
業

環
境
の
充
実
。
農
業
委
員
会
は
、
こ

れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

農
地
を
他
の
用
途
に
使
う
に

は
、農
地
転
用
の
手
続
き
が

必
要
で
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園
を
利
用
し

ま
せ
ん
か

農
地
の
実
勢
借
地
料
の
情
報

提
供

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
農

地
台
帳
の
公
開
が
始
ま
っ
て

い
ま
す

▶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
航

空
写
真
か
ら
の
農
地
検
索

全国農地ナビ
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◎問い合わせ先　住民環境課環境保全係
　☎82－3111（内線125）　有線88－1025

　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
（
介
護
保
険
料
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）。

３
月
分
の
口
座
振
替
は
、
３
月
31

日
（
木
）
に
指
定
口
座
か
ら
振
替

を
し
ま
す
の
で
、
振
替
日
前
日
ま

で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、３
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
３
２

　
町
で
は
、
大
学
・
高
校
に
在
学

ま
た
は
、
職
業
訓
練
機
関
に
入
所

し
て
い
る
方
で
、
次
の
要
件
を
備

え
て
い
る
場
合
は
、
奨
学
金
を
支

給
し
ま
す
。
出
願
書
類
は
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

受
給
要
件

(1)
受
給
者
ま
た
は
親
権
者
が
坂
城

町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

し
て
い
る
こ
と

(2)
能
力
が
あ
り
、
品
行
方
正
で
あ

る
こ
と

(3)
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

(4)
日
本
学
生
支
援
機
構
ほ
か
、
こ
れ

に
類
す
る
団
体
か
ら
別
に
学
資
の

給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

給
与
額
　
月
額
５
０
０
０
円

　
　
　
　（
年
２
回
に
分
け
て
支
給
）

出
願
期
限
　
４
月
15
日
（
金
）
ま
で

◎
出
願
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
９

今
年
の
防
火
標
語

無
防
備
な

　心
に
火
災
が

　か

く
れ
ん
ぼ

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎

品
を
使
用
す
る

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
２
６―

２
７
４―

０
１
１
９

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
ご
夫

婦
に
対
し
、
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
（
27
年

４
月
〜
28
年
３
月
）
治
療
分
の
助

成
金
申
請
書
の
提
出
期
限
は
３
月

末
日
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
　
保
険
適
用
に
な
ら
な

い
医
療
費
の
２
分
の
１
で
、限
度

額
は
１
年
度
10
万
円

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

    

☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
労
政
事
務
所
で
は
、
労
働
に
関

す
る
相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が

電
話
や
面
談
、
メ
ー
ル
で
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北
信
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
６―

２
３
４―
９
５
３
２

　
メ
ー
ル  hokushinrosei@pref.nagano.lg.jp

東
信
労
政
事
務
所

　
☎
２
３―

１
６
２
９

　
メ
ー
ル   toshinrosei@pref.nagano.lg.jp

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
労
働
雇
用
課

    

☎
０
２
６―

２
３
５―

７
１
１
８

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日（
木
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

10
年
を
目
安
に
交
換
を
！

期日
４月３日、17日
５月１日、15日
６月５日、19日
７月３日、17日
８月７日、21日
９月４日、18日
10月２日、16日
11月６日、20日
12月４日、18日
１月８日、15日
２月５日、19日
３月５日、19日

回収場所
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様駐車場
びんぐしの里公園　駐車場
坂城町役場　北側駐車場
坂城中学校　南側駐車場
日精樹脂工業（株）様駐車場
びんぐしの里公園　駐車場

※毎月第１、第３日曜日に実施しますが、１月は祝日な
どにより振替となります。　　
※少雨決行。天災（台風･大雪･地震）などにより実施が
困難な場合は、中止することがあります。
※日程、場所は、毎月広報でもお知らせします。

　ごみの減量化と資源化の促進を図るため、粗大ごみ及
び家電６品目（有料）の回収にあわせて、びん・缶・ペッ
トボトル・プラスチック容器包装・紙類・布類などの資
源回収「サンデーリサイクル」と、小型家電の無料回収
を右表の日程で実施しますのでご利用ください。

回収時間　午前８時30分～10時

平成28年度　粗大ごみ・資源物・小型家電回収日程
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町
で
は
、
空
き
家
の
適
正
管
理
・

有
効
活
用
な
ど
の
た
め
、
町
内
の
空

き
家
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
区
域
　
坂
城
町
全
域

調
査
期
間
　
３
月
〜

調
査
対
象 

　
町
内
の
建
築
物
の
う
ち
、

空
き
家
と
想
定
さ
れ
る
住
宅
な
ど

調
査
方
法

・
腕
章
を
つ
け
た
調
査
員
（
町
職

員
）
に
よ
る
建
物
外
観
の
目
視

調
査
（
道
路
な
ど
、
一
般
に
立

ち
入
れ
る
場
所
か
ら
実
施
）

・
空
き
家
候
補
と
判
定
さ
れ
た
場

合
、
写
真
撮
影
を
実
施

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
２
４
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
８

　
南
条
小
学
校
改
築
事
業
の
竣
工
を

記
念
し
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
も
馴
染
み
深
く
、
全
国
で
活
躍
す

る
チ
ェ
リ
ス
ト
・
海
野
幹
雄
さ
ん
ら

に
よ
る
演
奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
校
舎
内
の
見
学
会
も
開

催
し
ま
す
。
完
成
し
た
南
条
小
学
校

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
後
３
時

場
所
　
南
条
小
学
校  

音
楽
堂

※

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
会
場

に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
文
化
課
学
校
教
育
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
５
３
）

　
有
線
８
８―

１
０
１
９

　
原
木
き
の
こ
生
産
団
体
「
お
〜
い

原
木
会
」
と
、
さ
か
き
地
場
産
直
売

所
「
あ
い
さ
い
」
で
は
、
町
内
外
問

わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
し
い
た
け
の
駒
打
ち
体
験
を
実

施
し
ま
す
。
き
の
こ
汁
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
駒
打
ち
し
た
原
木
を
そ
の

場
で
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

日
時
　
３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所
「
あ
い
さ
い
」

内
容
　
原
木
５
本
分
の
し
い
た
け

駒
打
ち

参
加
費
　
１
人  

２
５
０
０ 

円

募
集
人
数
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
３
月
14
日
（
月
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
さ
か
き
地
場
産
直
売
所「
あ
い
さ
い
」

　
☎
７
５―

８
２
６
７

日
時
　
３
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

体
育
館

展
示
内
容
　
絵
画
、
書
道
、
華
道
、

写
真
、
木
彫
、
盆
栽
、
小
中
学

生
の
書
初
め
、
坂
城
高
校
美
術

ク
ラ
ブ
作
品
、
真
田
文
化
協
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
文
化
協
会  

塩
野
入
満
蔵
さ
ん

　
☎
３
９―

２
１
７
０

　
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
に
住
む
方
た
ち

を
対
象
に
、
物
資
の
支
援
と
無
料

の
歯
科
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
活
動
報
告
、
そ
し
て
、
活

動
に
参
加
し
た
高
校
生
の
生
の
声

を
聞
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

内
容
　
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
報
告
会

賛
助
金
　
１
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
坂
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
☎
８
２―

８
７
０
２

・
ハ
ロ
ー
ア
ル
ソ
ン

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
医
療
を
支
え
る
会

　
☎
０
２
６
７―

３
２―

３
６
１
３

　
身
体
の
健
康
維
持
の
第
一
歩
と

し
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
初
め
て
の
方

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
〜
６
月
　
月
２
回

時
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
健
康
運
動
指
導
士

受
講
料
　
１
５
０
０ 

円

申
込
締
切
　
３
月
31
日
（
木
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
２
）

　
有
線
８
８―

１
０
４
７

　
湯
さ
ん
館
で
は
、
東
信
よ
し
だ

内
科
の
吉
田
先
生
の
ご
協
力
に
よ

り
、「
第
１
期
い
き
い
き
水
中
健
康

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
５
日
〜
６
月
15
日

　
　
　
全
10
回
コ
ー
ス

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※

１
・
10
回
目
は
午
後
１
時
〜
３
時

内
容
　
健
康
相
談
・
講
演
・
水
中
運
動

受
講
料
　
３
０
０
０
円

※

要
別
途
入
館
料
５
０
０
円

申
込
締
切
　
４
月
１
日
（
金
）

定
員
　
25
名

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
　

　
☎
・
有
線
８
１―

７
０
０
０

　戦没者等の遺族の皆さんに対し、国とし
て弔慰の意を表すため、特別弔慰金が支給
されます。
支給対象
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成27

年４月１日において、公務扶助料や遺族
年金などを受ける方がいない場合に次の
順番で順位の高いご遺族お一人。
１平成27年４月１日までに戦傷病者戦没

者遺族等援護法による弔慰金の受給権を
取得した方
２戦没者等の子
３戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟

姉妹
※戦没者等の死亡当時、生計関係を有して

いること等の要件を満たしているかどうか
により、順番が入れ替わります。
４上記１から３以外の戦没者等の三親等

内の親族（甥、姪等）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上

の生計を有していた方に限ります。
支給内容　25万円（５年償還の記名国債）
請求期限　平成30年４月２日
◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係
　☎82－3111（内線136）  有線88－1028

戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金の請求受付

げ
ん
き
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私
た
ち
は
、
２
年

生
に
ね
ず
み
大
根
の
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
よ

う
と
、「
ね
ず
み
大
根

を
広
め
る
会
」
を
や

り
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

や
遊
び
グ
ッ
ズ
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
用
意

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
は
三
た
く
ク
イ
ズ
を

や
り
ま
し
た
。
ね
ず
み
大
根
の
料
理
で
何
が
本
当

に
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
作
り
ま
し
た
。
最
後

の
問
題
は
少
し
む
ず
か
し
く
し
て
み
ま
し
た
。
ど
こ

の
グ
ル
ー
プ
も
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
人
と
い
っ
し
ょ

に
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
答
え

ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
こ
の
グ

ル
ー
プ
も
楽
し
く
笑
顔
で
回
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

そ
ん
な
笑
顔
を
見
た
時
、
こ
の
会
を
ク
ラ
ス
み
ん

な
で
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
全
部
正
解
し
た
グ
ル
ー
プ
は
金
賞
、
２
問
ま
で

ま
ち
が
え
た
グ
ル
ー
プ
は
銀
賞
、
全
部
あ
っ
て
い
な

か
っ
た
グ
ル
ー
プ
は
銅
賞
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
「
は
ん
こ
」
を
選
ぶ
の
が
か
わ
っ
て
き
ま
す
。

で
も
、
み
ん
な
一
生
け
ん
命
や
っ
て
い
た
の
で
、
ど

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
も
は
ん
こ
を
選
ば
せ
て
あ
げ
ま
し

た
。
ど
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
私
た
ち
４
年
生
が
こ
の
会
を
開
こ
う
と
思
っ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
４
年
生
が
取
り
組
ん
で
き
た
ね
ず

み
大
根
の
こ
と
を
２
年
生
に
引
き
つ
い
で
、
今
の
３

年
生
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
し

た
。
そ
の
た
め
に
ね
ず
み
大
根
は
辛
い
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
あ
り
、
坂
城
町
以
外
で
も
と

て
も
有
名
だ
と
い
う
こ
と
を
ク
イ
ズ
や
く
じ
引
き
、

い
ろ
い
ろ
な
物
で
表
現
し
ま
し
た
。
２
年
生
に
は

ね
ず
み
大
根
は
す
ご
い
物

だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
た

と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の

会
で
２
年
生
と
の
交
流
も

深
ま
っ
た
し
、
ね
ず
み
大

根
は
す
ご
い
物
な
ん
だ
と

思
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
で
す
。

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
・
有
線
８
２―

２
５
５
９

坂城町交番
☎・有線82-2008

村上小学校　４年　赤羽ほのか
「ねずみ大根を広める会」をやって

１．善意の心につけこまれる

２．もうけ心にあおられる

３．不安な心につけいられる

４．平常心がうばわれる

５．少し安くの心があだになる

６．楽したい心にひきこまれる

７．プライドがくすぐられる

特殊詐欺の
犯人グループが忍び込む
「７つの心のすき間」

　検挙した犯人は、「騙されな
いと思っている人ほど騙しやす
い」と供述しています。犯人の
魔の手はそこまで迫ってきてい
ますので、地域ぐるみで特殊詐
欺グループの騙しの口車に乗ら
ないようにしましょう。

　「偏
食
」
と
は
、
特
定
の
食
品
に
対
す

る
好
き
嫌
い
が
特
に
は
っ
き
り
し
、
そ

の
程
度
が
ひ
ど
い
場
合
を
い
い
ま
す
。

　食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
、
程
度
の
差

は
あ
れ
、
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
偏

食
が
ひ
ど
く
特
定
の
食
品
し
か
食
べ
な

い
状
態
だ
と
、
成
長
や
発
育
に
必
要
な

栄
養
素
が
と
り
に
く
く
な
り
、
社
会
生

活
上
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
、

意
欲
や
好
奇
心
と
い
っ
た
心
の
面
の
発

達
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

無
理
強
い
は
禁
物
で
す
が
、
長
い
目
で

見
守
り
、
工
夫
を
し
た
り
、
機
会
を
見

つ
け
て
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・食べないからといって食卓か
ら遠ざけず、大人が食べる姿
を見せる。
・野菜作りをしたり、一緒に買
物や料理をして、食品や料理
への興味・関心を高める。
・調理法や形を変えて試す。
・無理に好きにならなくてもよ
いが、味わってみる必要があ
ることを伝える。
・１回食べただけで好き嫌いを
決めないようにアドバイスす
る。
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ゴミ袋

◇平　日　　　　　 午前９時～正午・午後２時～４時 30 分
◇第２・第４土曜日　午前９時～正午

　牛乳パックの椅子作り、ひかりちゃ
んは、パパに押さえてもらいながら
ボンドを塗って大活躍。なかよし父
娘の共同作業でとっても可愛いプー
さんのスツールができ上がりました。
　４月からは保育園に入園するひか
りちゃん、「いっぱい友だちを作って、
たくましく成長してほしい。」と目を
細める子煩悩なパパです。

　風はまだ冷たいものの暖かい日差しを感じる
ようになり、道端にはもうオオイヌノフグリの
小さな青い花が咲いています。
　支援センターでは、本年度も、お子さんたち
の成長にあわせた講座などで子育ての応援をさ
せていただいてきましたが、早いもので3月号と
なりました。３月は行事が少なめですが、支援
センターでは毎日自由に遊ぶことができますの
で、お散歩を兼ねて気楽にお出かけください。
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３月
６日（日）

13 日（日）

20 日（日）

21 日（月）

27 日（日）

かいぬま耳鼻咽喉科医院
千曲中央病院
榑沼歯科医院

さかき生協診療所
島田クリニック
坂口整形外科
小宮山歯科医院

森本眼科クリニック
中沢医院
島谷医院
こみやま歯科医院

中島産婦人科小児科
あんずの里クリニック
安川整形外科クリニック
しおいり歯科医院

二階堂医院
千曲中央病院
関歯科医院

【千曲市内川】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市内川】

【 中 之 条 】
【千曲市小島】
【千曲市屋代】
【 立 町 】

【千曲市内川】
【千曲市小島】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市力石】

【千曲市上山田温泉】
【 千 曲 市 森 】
【千曲市屋代】
【千曲市雨宮】

【千曲市磯部】
【千曲市杭瀬下】
【千曲市粟佐】

☎(026)275-3341
☎(026)273-1212
☎(026)261-5005

☎・有線 82-0101
☎(026)273-8788
☎(026)273-8680
☎・有線 82-2029

☎(026)285-0020
☎(026)272-0131
☎(026)273-1201
☎ 8 1 - 7 0 1 1

☎(026)275-0111
☎(026)272-1005
☎(026)273-6611
☎(026)273-8080

☎(026)275-5582
☎(026)273-1212
☎(026)285-0418

①粗大ごみ、家電６品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラ
スチック容器包装・紙類等）
③小型家電の無料回収

６日（日）、20 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐしの里公園　駐車場

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）有線 88-1047

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

２才児健康相談

３才児健康診査

対　象　児

平成27年11月生

平成27年８月生

平成27年５月生

平成25年11月生～12月生

平成24年９月生～10月生

受　付　日　時

10日（木）午後１時

９日（水）午前９時

８日（火）午前９時

３日（木）午前９時

２日（水）午後１時

■平成27年１月分　196.00ｔ
■平成28年１月分　197.26ｔ

家庭から収集所へ出される量と
直接葛尾組合に出される量の合計

14日（月） 、28日（月）
午前10時～正午
坂城テクノセンター

ハローワーク
出張相談

心配ごと
相 談

10日（木）、22日（火）
午前９時～正午
役場第４会議室（３階）

10日は司法書士、22日は弁護士による法律相談を合
わせて開設。法律相談をご希望の場合は、原則前日
までに社会福祉協議会【☎・有線 82-2551】へ予約
してください。（ただし、当日受付が可能な場合あり）

15日（火） 午前９時～正午
役場第５会議室（３階）行政相談

年金相談 16日（水） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、３月８日（火）までに住民
環境課住民係【☎82 - 3 1 1 1（内線122）有線
88-1022】へお申込みください。

９日（水） 役場第５会議室（３階）
23日（水） 文化センター相談室
 午後１時30分～４時

障がい者（児）
相 談
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１日（火）

２日（水）

６日（日）

８日（火）

13日（日）

16日（水）

17日（木）

20日（日）

23日（水）

27日（日）

明日の農業

税務署だより

楽しい民話

信号は赤です

楽しい民話

こちら119番

川　　柳

楽しい民話

明るい消費生活

楽しい民話

野菜の管理
ＪＡちくま 野沢営農指導員
消費税・地方消費税の確定申告

上田税務署
遊び地蔵さま

込山　岡田由貴子さん
交通事故防止
坂城町交番　

さる地蔵
金井　青木典子さん

野火火災の防止
消防署

ＪＡ文芸から
選者　小宮山正雄さん

ねこのおかみさん
鼠　玉井かつ子さん

最近の消費生活相談から
北信消費生活センター

そろばんじょうず
北日名　春日秀子さん

町立図書館：☎・有線 82－3371　開館時間：午前 10 時～午後６時

が休館

日にち 番組名 内容／出演

朝：午前７時　昼：午後０時30分　夜：午後８時
午後５時

月
　
７
14
21
28

土
５
12
19
26

☆本屋さんに  絵本と童話の話を聞こう
　13 日（日）午前 10 時 30 分～正午　２階・集会室
　講師：上田市の絵本と童話の書店「なるに屋」店主・柳沢幹雄さん
☆おはなし会　午前 11 時～
　12 日（土）２階・集会室、26 日（土）１階・畳スペース
☆点字・点訳講座
　１日（火）、15 日（火）午後２時～　講師：山口静枝さん

操作方法は     　・    　・９ ４ チャンネル番組
終了するときは     　・    　・９ ４ ０
チャンネル番組 ２

３
…ＦＭ長野

…ＮＨＫ・ＦＭ

◎問い合わせ先　有線本部
　☎82－3111（内線 222）有線 88－1000

平成28年２月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,074世帯（＋  5）
人　口： 15,477人    （－28）
　男　：  7,617人　（－14）
　女　：  7,860人　（－14）

件　数：　　  6件
累　計：　　  6件　（±  0）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  8人
累　計：　　  8人　（－  2）

平成28年１月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

水
２
９
16
23
30

金
４
11
18
25

☆児童図書
・キキに出会った人びと
　（作：角野栄子／福音館書店）
・森の顔さがし
　（写真・文：藤原幸一／そうえん社）

１月には、一般書83冊、児童書71冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆一般図書
・探検！ 東京国立博物館
　（著：藤森照信／淡交社）
・バスボムレシピ
　（著：篠原由子／河出書房新社）

みつばち高校生 富士見高校養蜂部物語
（著：森山あみ／リンデン舎）

最大10群のニホンミツバチを育ててきた
養蜂部は、創部３年にして農業甲子園で
優勝。始まりは、一人の女子高生がやり
たいことを見つけたいという思いから
だった。それを支えた先生や地元の人た
ちの暖かさ、部員たちの頑張りが感動を

呼ぶ。３年間の取材でノンフィクションをまとめたのは、
TVの脚本家。ぜひドラマにしてもらいたい面白さ。

☆おすすめの本

木
３
10
17
24
31

火
１
８
15
22
29

日
　
６
13
20
27
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
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登録型情報メール
配信サービス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
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１
月
31
日
（
日
）、
南
条
小
学
校

音
楽
堂
で
、
南
条
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
部
（
南
条
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
ラ
ス
）
の

「
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
は
今
年
度
、
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
35
名
で
活
動
し
、
東
海

小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

金
賞
、
全
日
本
小
学
校
バ
ン
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
３
年
ぶ
り
に
出
場
し

銀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
６
年
生
に
と
っ
て
最
後

の
コ
ン
サ
ー
ト
。
会
場
は
、
部
員
の

ご
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
で
満

員
と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
部
構
成
と
な
っ

て
お
り
、
部
員
全
員
で
の
ポ
ッ
プ
ス

ス
テ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
各

学
年
や
新
入
部
員
の
３
年
生
、
保
護

者
と
先
生
方
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ス
テ
ー
ジ
、
最
後
に
、
日
頃
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
早
川
先
生

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
含
め

た
、
部
員
全
員
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
部
員
た
ち
は
、「
日
頃
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
と
ハ
ッ
ピ
ー
が
届
く
よ
う

に
」
と
、
精
一
杯
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
で
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

南条小音楽堂にこだまする感動の演奏

　
２
月
５
日（
金
）、

坂
城
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
で
、公
益
財
団

法
人
さ
か
き
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ

る
新
春
経
済
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
、Ｂ
Ｔ

ジ
ャ
パ
ン
代
表
取
締

役
社
長
で
、日
本
経

済
団
体
連
合
会
審

議
員
会
副
議
長
の

吉
田
晴
乃
さ
ん
を

お
迎
え
し
、「
Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ ‐

生
命
の
ま
ま
に
」を

演
題
に
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ

カ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
、帰
国

後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
な
ど
に
勤
め
、２
０
１
２
年
に
現

職
に
就
任
。２
０
１
５
年
６
月
に
日

本
経
済
団
体
連
合
会
審
議
員
会
副
議

長
に
史
上
初
の
女
性
と
し
て
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、そ
の
半
生
を
振
り
返

ら
れ
、ビ
ジ
ネ
ス
や
人
と
の
出
会
い
、

海
外
の
考
え
方
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。な
か
で
も
、こ
れ
か
ら
の

日
本
が
特
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
て
、「
女
性
の
社
会

進
出
の
促
進
」を
提
唱
。ご
自
身
の
経

験
か
ら
、女
性
の
視
点
が
ビ
ジ
ネ
ス

に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
を

話
さ
れ
、今
後
１
０
０
年
で
大
幅
に

人
口
構
造
が
変
わ
る
日
本
で
は
、生

産
年
齢
人
口
は
減
少
す
る
が
、女
性

や
高
齢
者
な
ど
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

経
済
の
維
持
発
展
に
つ
な
が
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

南条小学校金管バンド部
さよならコンサート

吉田晴乃さんによる新春経済講演会

「Life Wish ‒ 生命のままに」

吉田晴乃さん
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